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  ［Abstract］
Recalling the Theory of Social Work by Jiro Matsui: Attracting Sys-
tems Theory, Resilience Thinking, and Structural-critical Model

 　Jiro Matsui is leading social welfare theorist in the field of Japanese 
social welfare. He has also made  in North American social work  re-
search and on the common foundations of social work practice. This pa-
per; first, positions social work theory within Matsui’s research achieve-
ments.  It  then organizes  the main elements of Matsui’s  social work 
theory and constructs underlying concept of a new general social work 
practice  theory.  In addition,  the paper will explore pointers obtained 
from Matsui’s  theory of social work  from the perspectives of systems 
theory, resilience thinking, and structural-critical model.
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1．はじめに：本稿の目的　

　本稿の一大目的は，松井二郎の研究業績，
中でも，「ソーシャルワーク論」に関する業
績に光をあて，その要点をあぶり出し，今後
のソーシャルワーク理論構築に向けた示唆を
得ることにある註1）。
　松井の研究業績を振り返るとき，おそらく
多くの者が，1992年にミネルヴァ書房から公
刊された『社会福祉理論の再検討』を，代表
的業績として挙げるであろう。松井は学界に
おいて，社会福祉理論，社会福祉原論，福祉

国家論を中心とした研究課題を追究した研究
者として理解されている。
　松井は大学院修士課程で社会福祉学を修め
た後，札幌市に所在する救護施設に指導主事
として勤務した。その後1965年，当時の北星
学園大学文学部社会福祉学科に助手註2）とし
て着任し教育研究者としてのキャリアをスタ
ートさせた註3）。　
　表1は，松井の主要な業績を年代順に並べ
たものである註3）。松井は，北星学園大学の
紀要である『北星論集』において継続的な業
績の積み重ねをおこなってきたことがわか
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る。加えて要所で，研究誌や編著書で研究成
果を公表してきた。本稿はその中でも，直接
的に「ソーシャルワーク」について論究され
た業績を対象とし言及することにしたい。

2． 松井の研究業績：ソーシャルワー
ク論の位置

　ここでは，松井が積上げてきた業績を簡単
に振り返りつつ，ソーシャルワークに関する
論究の位置づけをおこないたい。改めて表1
内の網掛けを施し，かつ太字で記載した業績

が，直接的にソーシャルワークについて論究
したものであると考えられる。
　その上で，図1は，1960年代から2000年代
への時間的経過の中で，松井の経歴，思考の
基盤あるいは，中心となった理論や枠組み等
と，研究焦点・研究課題を大胆に付置したも
のである。ここでは研究焦点・研究課題を①
から⑥へと至る流れとしてとらえている。①
は，社会福祉施設の組織構造や管理・運営，
あるいは専門職業性や価値志向等について
まとめたいくつかの論考が該当する（松井
1966，1967，1971b，忍・松井1970）。これら
の論究の基盤におかれた鍵概念をひとつあげ

表1　松井二郎の主な研究業績
発行年 北 星 論 集 研 究 誌 編 著 書

1966 社会福祉施設の組織構造―社会福祉施設管理
＝経営論の批判的検討（3，99-124）

1967 社会福祉施設の組織分析―特に官僚制と専門
職業の闘争の分析（4，29-52）

1970
福祉事務所における職員の価値志向の問題―
特に官僚制との関連について（7，45-87，忍博
次との共著）

1971
ヴェーバー宗教社会学における慈善の合理的
「経営」（Betrieb）の成立と禁欲的プロテスタ
ンティズムの倫理（8，59-87）

社会福祉行政と施設の管理・運営をめぐる諸
問題（社会福祉研究，9，41-47）

1973 ヴェーバー宗教社会学におけるアジア宗教と
慈善（10，169-183）

1974 アメリカ ソーシャル・ワーク理論の最近の動
向（11，51-77）

1975
社会福祉，ソーシャル・ワークの情報 ‐ 資源
処理パラダイム―福祉社会学試論（13，117-
146，米本秀仁と共著）

1976 ソーシャル・ワーク実践の共通基盤を求めて
（14，35-63）

1977 ソーシャル・ワーカー論―哲学的基盤を求め
て（15，15-38）

社会福祉とシステム論―米国ソーシャル・ワ
ーク理論のわが国への導入をめぐって（社会
福祉研究，20，10-15）

1978 福祉社会学の構想（Ⅰ）―福祉と構造機能分
析（16，1-35）

1979 福祉社会学の構想（Ⅱ）―福祉と構造機能分
析（17，155-190）

1981 福祉社会学の構想（Ⅲ）―福祉と構造機能分
析（18，85-119）

社会福祉実践の原理（仲村・松井編著，社会
福祉実践の基礎，有斐閣，13-51）

1982 ウェーバーの福祉国家論（19，71-90） 社会福祉理論の体系化をめざして（社会福祉
研究，31，8-13）

1985

社会システム論と社会福祉理論（野坂・秋山編
著，社会福祉方法論講座 Ⅱ共通基盤，誠信書房，
53-85）
施設ケアの実践綱領―英国の社会福祉施設運
営基準（翻訳，響文社）

1986
Resident ia l   Care  and  the  Training  and 
Qualification of Social Workers  in Britain and 
Japan: Some Comparisons．（23，225-244）

1989 英国における施設ケアの動向（ソーシャルワ
ーク研究，Vol.15 No.2，87-94）

1990 転換期における社会福祉理論―機能分析の整
理に向けて（27，39-72）

1992 社会福祉理論の再検討（ミネルヴァ書房）

1994 福祉国家の存立構造と分析視角（季刊社会保
障研究，30（2），118-128）
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るとするならば，それは「官僚制」であり，
おそらくは救護施設での実践経験から触発さ
れた研究関心であろう。
　続く②は，M.ヴェーバー研究である。「ヴ
ェーバー宗教社会学」，禁欲的プロテスタン
ティズムの倫理を下敷きに，「慈善」に焦点
化した論述（松井1971a，1973），その後の「福
祉国家論」（松井1982a）へと継続される。も
とより M. ヴェーバーへの傾注は，福祉社会
学構想や社会福祉理論研究においても活かさ
れることとなり，松井にとって理論的支柱と
なっていると考えられる。
　そして③の「松井ソーシャルワーク論」へ
と移行するわけであるが，その内容は後述す
ることとし，④は北星論集に連続して掲載さ
れた「福祉社会学の構想」の成果である（松
井1978，1979，1981a）。M. ヴェーバー研究
から北米ソーシャルワーク研究，ソーシャ
ルワークの共通基盤の探究を経て，特に，
T. パーソンズによる構造機能分析や社会体
系論に立脚しながら，あるべき福祉社会学を
骨太に構想した。この一連の論稿は，後半の
社会福祉理論研究に繋がる重要なものであっ
たととらえることができる。

　その後の松井は，1984年7月から1985年3月
までの9ヶ月間，英国で在外研究をおこなっ
た。この在外研究期間での取り組みが，その
後の松井の研究者としての立ち位置を確実な
ものとし，いまもってなお，誰もが無視する
ことができない業績をあげた⑥社会福祉理論
研究・福祉国家論研究に結実したものと考え
られる。帰国後松井は1985年に，英国の保
健・社会保障省による『施設ケアの実践綱領
－英国の社会福祉施設運営基準』を響文社か
ら翻訳出版するとともに，⑤にあたる英国に
おける施設ケアの動向についての複数の論文
を発表している（松井1986，1989aなど）。こ
れらの取り組みには，英国での在外研究期間
に見聞した Residential Care の実状，日本で
の入所施設ケアからコミュニティ・ケアへの
転換，初めてのソーシャルワーカー国家資格
の誕生等への松井の思いや，若い頃の救護施
設での厳しい体験等が反映されたものと思わ
れる。
　そして1990年代以降，⑥社会福祉理論・福
祉国家論研究を精力的におこない，1992年，
ミネルヴァ書房より公刊された骨太で至上な
『社会福祉理論の再検討』をはじめとした

図1 松井二郎による研究の焦点・課題・基盤
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業績へと実を結ぶことになる（松井1990，
1992，1994ｂなど）。繰り返しになるが英国で
の在外研究，Ramesh Misra 教授との出会い，
Welfare State，Social Policy，Globalization
等をめぐる議論と摂取が原動力となり，「社
会システムの定常＝変動一元論」の提示，そ
して「福祉の市場化（アイデンティティ問題）」
「市民型福祉の構想」「功利主義への対抗の
必要性」という社会福祉理論研究をめぐる三
つの課題の確認とそれへの応答努力等により
松井は，日本における社会福祉研究学界の泰
斗としての地位を確立するに至った註4）。
　さて本稿の目的は，松井による「ソーシャ
ルワーク論」の検討にある。そこで松井の研
究業績では③にあたる米国ソーシャルワーク
及び，ソーシャルワークの共通基盤にかかる
論究であるが，改めて表1及び，図1を確認し
てみると，ソーシャルワークに関する一連の
業績群は「中間」に位置付いているようにみ
える。松井ソーシャルワーク論についてはそ
の内容を，次節において記すことにするが，
1974年から4年間，『北星論集』に連続して掲
載された論文（松井1974，1976，1977b，松
井・米本1975）註5）や専門雑誌『社会福祉研究』
で発表した「社会福祉とシステム論―米国ソ
ーシャル・ワーク理論のわが国への導入をめ
ぐって」（松井1977a），そして1981年，有斐
閣が企画した『講座　社会福祉』の第4巻『社
会福祉実践の基礎』（仲村優一との共同編集）
の第1章として，これまで積み重ねてきた内
容を整理，まとめるに至った「社会福祉の原
理」（松井1981c）が中核となる業績である。
　その後松井は，1982年に『社会福祉研究』に，
「社会福祉理論の体系化をめざして」（松井
1982b），英国での在外研究から帰国した年，
誠信書房が企画した『社会福祉方法論講座』
の『Ⅱ　共通基盤』に「社会システムと社会
福祉理論」を発表する（松井1985）。それら
の内容はタイトルが示すように，社会福祉理
論にウエイトがおかれた論究となっている。

しかしながら，研究関心を，ソーシャルワー
ク研究から社会福祉理論研究に大きく方向転
換させたというより，先述した④福祉社会学
構想の論考内容とも合わせ，漸次的に移行し
ているように感じられる。グランドセオリー
のひとつであり，ソーシャルワークに積極的
に摂取された「システム論」，吉田民人らに
よる社会学の重要な成果から着想を得た「情
報－資源処理パラダイム」，T. パーソンズに
よる「構造機能分析」「社会体系論」等々を
貪欲に採りいれ，思索の基盤の幅を広げ確実
なものにしていったといえる。

3．松井ソーシャルワーク論の要点

　前節では，松井の研究成果の流れを踏まえ，
その上で，ソーシャルワーク論の位置を考え
てみたが，本節では，松井によるソーシャル
ワーク論の要点について整理することにした
い。ところで松井はソーシャルワークを次の
ように定義する（松井1985：83）。

　ソーシャル・ワーク実践とは，人びとが課
題に遭遇し，課題を達成することが困難な場
合，㋑人びとの対処能力を高めることによっ
て，㋺人びとを社会的資源に結びつけること
によって，㋩社会的諸資源を改善・整備する
ことによって，人びとと人びとをとりまく環
境システムとの交互作用の場に対抗的相補性
の回復・増進をはかり，人びとが課題を自律
的に達成しうるように援助する活動である。註6）

　また松井は，上記の定義を解説する意図か
ら，ソーシャルワーク実践について次のよう
に解説する（松井1985：83）。

　ソーシャル・ワーク実践とは，人びとが課
題達成の困難に直面した場合，課題達成に向
けての人びとの情報－資源処理プロセスに，
いいかえれば，課題解決のための人びとの社
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会的学習過程に焦点をおきながら，人びとの
主体的能力ともいうべき情報－資源処理能力
（対処能力）と，人びとをとりまく資源の布
置状況（市場的および非市場的資源配分機構
によって配分される財・サービス，およびそ
の他のインフォーマルな諸資源を一括した意
味で，環境システムと呼ぶことができる）と
の間に，新たな，より生産的な関係（対抗的
相補性の関係）を創出していくことによって，
人びとが課題を自律的に達成しうるように援
助することを目的とした実践といえよう。

　これらふたつのソーシャルワークに関する
松井による定義や解説を注意深く読むことに
より，松井ソーシャルワーク論の要点を確認
することができるが，課題に遭遇した人びと
が，その課題を達成するのに困難を抱えてい
るという「前提」，人びとがそれら課題を自
律的に達成しうるように援助するという「目
的」，人びとと人びとをとりまく環境システ
ムとの交互作用の場に対抗的相補性の回復・
増進を図る（人びとの情報－資源処理能力・
対処能力と，環境システムとの間での新たな

生産的な関係の創出）という「目標」，そして，
それらを実現するための三方向・三焦点の
「方法」から構成されている。図2は筆者に
よる，ソーシャルワーク理論における「バイ
オ・サイコ・ソーシャルモデル」，「ミクロ・
メゾ・マクロ領域」を組み込み，人と環境の
交互作用を基盤にしたソーシャルワーク実践
を表した改訂最新版である。詳細解説は別稿
に譲ることにしたいが（中村2017，2020等），
松井によるソーシャルワークの要点，特に，
三方向の実践展開を色濃く反映させたもので
あり，図2内の右下，ソーシャルワーカーを
起点としている3本の矢印が，松井の三方向・
三焦点の「方法」と対応している。
　加えて図3は，松井がソーシャルワーク論
から社会福祉理論研究へと徐々に軸足を移行
する際の鍵概念になった「社会システムの定
常－変動一元論モデル」を表したものであ
る。松井によれば，①社会システムの構造矛
盾が，②社会システムの要件不充足を引きお
こし，それが③特定の範囲の人びとの生活シ
ステム，人びとの生活現場の緊張と，④生活
要件・欲求の不充足へと収斂していく過程を

図2　人と環境の交互作用を基盤としたソーシャルワーク実践

松井二郎によるソーシャルワーク論を思い起こす



― 126 ―

描くことができる（松井1981c：21）。
　その後がまさにソーシャルワークの直
接的課題に繋がることになるが，⑤人び
とのライフサイクルにおける「発達課題 
developmental stages 」と人びとが遭遇する
「ライフ・イベンツ life events 」（さまざま
な困難なできごと，状況の急変）という「キ
ッカケ要因」が付け加わることにより，社会
システムの構造的矛盾と相まって，人びとの
日常生活における欲求不充足状態がより顕在
化していく（松井1981c：28）。つまりソーシ
ャルワーク支援の具体的対象となり得る生活
課題が立ち現れるのである。その状態は，人
びとの「対処能力 coping capacity 」（日常時，
平常時の情報－資源処理パターン）を上回る

「ストレス」を抱えた状態であり，人びとは「危
機 crisis」状態に晒されている（松井1981c：
33）。それ故にソーシャルワークは，㋑人び
との対処能力を高めること，㋺人びとを社会
的資源に結びつけること，㋩社会的諸資源を
改善・整備することという三方向・三焦点の
やり方・方法により実践を展開することにな
る。これらが，松井ソーシャルワーク論の主
眼となろう。

4． ソーシャルワーク理論精緻化への
示唆

　本節では，これからのソーシャルワーク理
論の精緻化に向けて，松井が考究したソーシ
ャルワーク論が示唆するものについて，①シ
ステム理論，②リジリエンス思考，③構造－
批判モデルの三点から考えてみることにした
い。ところで筆者は，ソーシャルワーク実践
理論，メンタルヘルス・ソーシャルワークを
専門とする者として，昨今は，リジリエンス
思考 Resilience Thinking を基にしたソーシ
ャルワーク実践の実証研究とともに，ソーシ
ャルワーク実践理論の構築に取り組んできて
いる（中村2017，2020など）。
　目下のところ筆者によるソーシャルワーク
の定義は次のようなものである。

　ソーシャルワークとは，利用者（クライエ
ント）と専門支援者（ソーシャルワーカー）
との参加と協働のもと，利用者の自己決定過
程を最大限保障したうえで，利用者自らが，
生活上の課題解決，社会的機能の改善・維持・
向上，外部環境への対処能力の向上を図れる
よう支援し，他方で，社会環境への介入をお

図3　社会システムの定常－変動一元論モデル（松井 1985：57 を一部改変）
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こない，さらには社会構造の変革を意図し，
生活継続のための条件整備として，社会福祉・
社会保障にかかる制度・政策，具体的サービ
スの維持・向上・創出を実現する，その時点
における利用者の最善の利益を確保・獲得す
る過程展開である。

　やや長い定義になってはいるが，ソーシャ
ルワークの一大特性である「過程」を重視し
たものであり，ミクロ実践とマクロ実践の双
方を強調した，種々の課題を解決に導こうと
する過程展開を主張している。この定義を注
意深く検討していただければ，対処能力の向
上や社会環境への介入，社会構造の変革等の
点において，松井によるソーシャルワーク論
が色濃く反映されていることに気づくであろ
う。

①システム理論　　ソーシャルワークの発展
において，システム理論が多大な貢献をした
ことに疑いの余地はない。1980年代に生態
学理論 Ecology ，生活モデル Life Model が
C. ジャーメインらによって展開され，ソー
シャルワークは大きな花を咲かせることとな
り，1990年代には，C.メイヤーらによって，
エコシステム視座 Eco-systems Perspective 
が提唱され応用展開が可能となった。それら
の潮流も，1970年代に，H. ゴールドシュタ
インや，ピンカスとミナハンらによって，フ
ォン・ベルタランフィーによる一般システム
理論 General System Theory （ベルタランフ
ィ 1973，デーヴィドソン2000）が積極的に
採りいれられた結果といえる。また現在多く
みられるような「包括性」「統合性」「全体性」
がソーシャルワークの中で論じられるのもシ
ステム理論の貢献によるものである。
　その上で，松井ソーシャルワーク論とシス
テム論との関係であるが，松井のソーシャル
ワークに関する論考のスタートはシステム理
論を積極的に摂取した米国ソーシャルワーク

の検討からはじまっている。当時，「ソーシ
ャル・ワーク実践に関する掘り下げた研究と
共通した認識が欠如している」（松井1974：
53）状況を考慮し，米国ソーシャルワークか
ら学ぶ強い意義があったものと推察される。
またその後の論究において，「情報－資源処
理過程」や「構造機能分析」，「社会体系論」
や「社会システムの定常－変動一元論モデル」
等々の鍵概念が用いられるが，それぞれに通
底するのは，まさにシステム論であるといえ
る。
　昨今のソーシャルワーク実践理論動向に目
を向けた際，ポストモダン思想や社会構成主
義，ナラティヴの重視等，一見するとシステ
ム論とは対抗する鍵概念や視角の台頭も見受
けられる。松井によるソーシャルワーク論を
再検討するにつけ，改めて，ソーシャルワー
ク理論におけるシステム理論の位置づけや意
味について再検討する必要性が強く示唆され
る。

②リジリエンス思考　　東日本大震災以降，
Resilience は，さまざまな分野・領域で取り
上げられるようになり，研究書や研究論文，
how to 本や大衆雑誌等々，夥しい数の出版
が確認でき，一種の流行語とさえいえる。他
方，日本のソーシャルワークの研究・教育・
実践領域での蓄積は極めて少ない状況にある
といえる。
　元々，物理学用語であったリジリエンスは
一般に「跳ね返す力」「回復力」等と理解さ
れている。リジリエンスとソーシャルワーク
実践に関する研究成果については，リジリエ
ンスを「再起力」ととらえ，そう遠くない時
期に出版する予定にしており，詳細はそちら
に譲ることにしたいが，ウォーカーとソル
ト（2020：ⅴ）は，「システムが攪乱を吸収
しながらも基本的な機能と構造を維持する
能力」と説明し，A. マステン（2020：26）
は，「自らの機能，存続または発達を脅かす
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ものに適応する，動的システムのキャパシテ
ィ」と定義している。またソーシャルワーク
におけるリジリエンス研究の第一人者であ
る M. ウンガーは次のように説明する（M. 
Ungar 2008）。

　リジリエンスとはその人にとって，重い逆
境，重大な困難・難事（adversity）が表れる
なかで，個人の心理的，社会的，文化的，身
体的，物的資源から本人に作用するものを探
し出し（navigate），順調な生活（well-being）
を維持する能力であるとともに，これらの資
源が文化的に本人にとって意味ある方法で提
供され，利用できるように交渉する（negotiate）
個的・集合的な能力のことである。

　そこでソーシャルワークの文脈において
Resilience をどのようにとらえるのか，目下
のところ，その要点を以下のようにまとめ
ておきたい。

○ 　リジリエンスは，パーソナル・リジリエ
ンスとコミュニティ・リジリエンスの双方
から構成される。

○ 　リジリエンスの反対概念は，脆弱性
（vulnerability）である。

○ 　リジリエンスとは，人びとが難事，難局，
アドバーシティ（adversity）に遭遇した際に，
それを乗り越え，新たな生活を構築するこ
とである。

○ 　リジリエンスを考える際，リスク要因と
保護要因の双方を常に考慮に入れる必要が
ある。

○ 　リジリエンスは個人にあっては「特性」
として理解され，難事・難局時に発揮され
るものであり，平常時・日常時にあっては
リジリエンスを育む取り組みや支援が必要
である。

○ 　個人の特性としてのリジリエンスの発揮
には，コミュニティ・リジリエンス，コミ

ュニティ資源が大きく関係しており，平常
時・日常時に，コミュニティ・リジリエン
スを育む取り組みが肝要である。

○ 　「特性」としてのリジリエンスを理解する
とともに，如何に逆境を乗り越え，新たな
段階に前進することを強調する際には，「現
象」，「過程」としてのリジリエンスが重要
となる。

　松井はソーシャルワークの検討を進めてい
く際に，当然のことながら Resilience に直接
言及してはいない。しかしながら，先述した
ように，人びとの生活に危機をもたらし，日
常生活において直面する欲求の不充足状態を
逆機能として促進してしまう際の「キッカケ
要因」として人びとが遭遇するライフ・イベ
ンツをあげた。人びとが危機をもたらすライ
フ・イベンツ，さまざまな困難なできごと，
状況の急変により人びとは「苦悩，絶望，挫
折を体験」し，「人びとの情報－資源処理パ
ターンの連続性をゆるがし不均衡状態を引き
おこす」（松井1981c：33）ことを強調してい
る。これらの言及は，難事・難局・逆境の遭
遇と Resilience との関係性を物語っているよ
うに受け取ることができる。今後は，松井ソ
ーシャルワーク論とリジリエンス思考との関
係性を考察していくことは重要なことのよう
に思われる。

③構造－批判モデル　　筆者はこれまでソー
シャルワークを考える際，「ソーシャルワー
ク論」「ソーシャルワーク方法論」「ソーシャ
ルワーク実践理論」の峻別理解を強調し，個
別・具体・特殊な生活課題を解決に導くため
の「道具立て」としての「ソーシャルワーク
実践理論」を，「実践モデル」と「アプローチ」
から説明してきた。その上で「実践モデル」
について，図4に示すように4つのモデル構成
を主張してきた（中村 2017，2020）。
　そして新しい第4のモデルである「構造－
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批判モデル」を，人びとの生活問題・生活課
題を産出している社会の「構造」に焦点を当
て，批判的な検討を加えるなかで，社会問題 
Social Problem の把握に努め，社会病理をよ
く理解し，社会構造の変革を積極的に思考す
る実践展開につなげるものとして説明してき
た。それは現在，まさに必要とされているマ
クロ・ソーシャルワーク，マクロ実践，ソー
シャル・アクション等を志向しているといえ
る。そこで，この観点から，松井によるソー
シャルワークを考えてみたい。
　すでに触れてきたように，松井によるソー
シャルワーク実践の対象者（生活者）は，ラ
イフサイクルにおける「発達課題」と人びと
が遭遇する困難なできごと，状況の急変とし
ての「ライフ・イベンツ」からなる「キッカ
ケ要因」により日常生活における欲求不充足
状態に陥り，生活課題が複雑化することにな
る。しかしながら，その大前提，出発点には「社
会システムの構造的矛盾

4 4 4 4 4

」が存することが強
調されている。その構造的矛盾は，人びとの
生活システムに緊張をうみ，人びとの生活過
程と生活構造に緊張をもたらすことになる。
　社会システムの構造的矛盾が結果として，
人びとの不平等を算出するのである（松井

1981c）。その意味からいってソーシャルワー
クには，社会環境への介入，社会構造の変革，
制度・政策・具体的サービスの維持・向上・
創出を確実に展開していかなければならな
い。松井ソーシャルワーク論は，まさに現在
求められている今後の新たなソーシャルワー
クのあり方に重要な示唆を提供してくれる。
もとより松井には「学問的営為において共通
するものとして『批判的思考』（批判的視点）」
（伊藤2018：165）が貫かれており，その点
も肝に銘じ，ソーシャルワーク理論の精緻化
にあたらなければならないであろう。

5．おわりに：今後の課題　

　本稿執筆の着想は4年ほど前にあったが，
改めて取り組んでみて，松井によるソーシャ
ルワーク論には，今後不可欠なソーシャルワ
ーク理論精緻化への示唆が多いことを知るこ
とになった。
　社会福祉理論研究の領域で著名となった松
井が，米国ソーシャルワーク論の検討にはじ
まるソーシャルワーク研究に継続的に取り組
んでいたことを知る者は必ずしも多いとはい
えない。そのような中，本稿では，松井によ

図4　ソーシャルワーク実践理論における新しい4実践モデル構想
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るソーシャルワーク論の位置づけ，要点の整
理，そして，今後のソーシャルワーク理論精
緻化に向けた示唆について触れてきた。しか
しながら極めて表層的な整理に終始してしま
ったことは否めない。
　松井は，「社会システムの定常－変動一元
論モデル」の重要性を説き，「社会福祉政策」
と「ソーシャルワーク実践」，そして「運動」
を論理的かつ首尾一貫した形で相互連関的に
付置していくことにチャレンジしていた（松
井 1982b）。今後は，ソーシャルワーク理論
精緻化の視点から，社会システムの構造的
矛盾への対応，「運動」の理論的かつ実践的
位置づけを進めていかなければならないであ
ろう。加えて松井はソーシャルワーク実践の
「断片化」，「タコツボ化」を非常に危惧して
いた。言い換えるならば，一連の実践過程の
「分断化」，「支援の切り売り現象」とも言え，
まさに現在のソーシャルワークが抱え，山積
みとなっている課題である。その意味では，
「Social Actionist」（松井 1974）としてのソ
ーシャルワーカーの役割についても追究して
いかなければならない喫緊の課題があるよう
に思えてならない。
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